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気道をめぐる治療手技
各種インターベンションのすべて
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最近とみに医療の安全に関する

世間の目が厳しくなっているが，

もちろん医療に100パーセントの

安全を求めるのが不可能なことは

言うまでもない．しかしながら，

情報の伝達速度が以前とは比較に

ならないほど速やかな今日におい

ては，より新しく，より正確な情

報を手に入れて自らをアップデー

トしておくことが，特に先端的な

医療に携わる医療者にとっては必

要なことであり，その安全に配慮

しつつ日々の医療を実践している

と評価されるうえでも必須なこと

と言える．

気管支鏡は私が駆け出しの医師

の頃はファイバースコープであ

り，画像も現在の電子スコープに

は遠く及ばず，手技的にも観察と

可視病変の生検，末梢病巣の擦過

などに限られたものであった．そ

れが今日では内視鏡そのものは言

うに及ばず，それを応用した手

技，なかでも治療手技の進歩には

目覚ましいものがある．次々と新

しい手技，そしてそれに伴う新し

いデバイスが開発され，それが先

端的医療を行う施設で試験的に実

践されている．学会などでそのポ

ジティブな評価がなされると，続

いて末広がりに日本全国に手技や

デバイスが浸透していくのである

が，先行する施設での経験をもと

にしたガイドラインや手引きと

いったものが，実は追いついてい

ないのが現状であろうと思う．

こういったことは，医療の安全

という観点から現場が遅れをとっ

ていると言わざるを得ない側面と

いえる．本書を拝見して，この領

域においてやっとそれを補うもの

が出た，と正直実感した．内容は

気管支鏡に関連する手技が中心で

はあるが，そればかりではなく，

気管切開などそのタイトルが示す

ごとく気道をめぐる治療手技がま

とめられているきわめて斬新な企

画の手引書といってよい．特に気

管支鏡に関連する手技について

は，先進的なことにいたるまで現

状におけるほぼすべてが網羅され

ているといって過言ではない．と

りたてて言えば，各項目は実践的

なことを中心に記述・解説されて

いるために，非常に簡潔で読みや

すいばかりでなく，体裁も項目間

での統一性が図られており，その

点でもあらかじめよく練られたも

のであることを窺わせる．画像も

多用され，視覚を通して直感的に

理解しやすく考えてまとめられて

いるのも高く評価できる．

また，こういった手引書的な本

は，速やかにテクノロジーが進歩

する現代においては，完成した時

にすでにやや陳腐化していること

もしばしばであるが，本書の内容

はいまだ一般的とはなっていない

手技も含んだ非常に新鮮なもの

で，今まさに活用できる内容と

なっている．この領域を先進的な

立場で日々実践している方々によ

る迅速な編集と執筆の努力の賜物

であろう．机の書棚に置くのは

もったいなく，病棟や検査室に配

して実践の場で使用するために非

常に有益なものといえる．
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